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研究成果の概要（和文）：本研究では、子ども自身の健康状態と生活習慣調査等を異なる地域で行い、地域特性
を踏まえた上で、地域の人々との交流と、主体的な健康増進活動を目指すプログラムの開発に示唆を得ることを
目的とした。地方と都市部では子どもの生活習慣の違いが認められ、親からみた生活環境、親自身の生活習慣の
違いも認められた。生活環境要因が生活習慣に関連していることや、異なる地域においても子どもの頃からの地
域との交流を持てるような環境要因が、生活習慣と関連することが示された。さらに地域との交流は子どもたち
の社会性を高めることが示唆され、健康増進プログラムの開発には、地域特性を捉え、環境要因を考慮する必要
がある。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to suggest ways to develop community interaction and health
 promotion activities and based on children's health conditions and lifestyles in different areas. 
The living environments and lifestyle habits of children and their parents were found to be quite 
different in rural and urban areas. Further, it was shown that environmental factors related to 
lifestyle habits and community interaction relate to other areas of social development. Furthermore,
 it is suggested that community interaction enhances the sociality of children. Therefore, in 
developing health promotion programs for children, it is necessary to consider area characteristics 
and environmental factors.

研究分野：地域保健
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
４人に１人が高齢者の時代に突入した。少
ない若い世代が高齢者を支えていく世の中
にあっては、次世代を担うこれからの子ども
たちがそれぞれの地域でたくましく、健やか
に育つために、知育、徳育、体育そして食育
が地域全体で活性化し、健康なまちとしての
環境になる必要がある。 
子どもの健康に影響を及ぼす要因は様々
あり、子ども自身の生活習慣や親の生活習慣
の影響、気候や地理的要因、経済的要因、文
化的要因が報告されている。さらに、これら
の様々な環境要因の中で、健康行動を優先さ
せるためには、人格特性を高める支援の有効
性が示唆されている。人格特性と生活習慣の
関連については、それまで生活してきた地域
(環境)において、地域の一員であると認識す
る、社会化が関連していることが報告されて
いる。しかしながら、近年の少子高齢化、核
家族化等により地域の連帯感が希薄化し、地
域の人々との接触が減り、子どもたちの社会
化が困難な時代になっている。 

 
２．研究の目的 
本研究では、子ども自身の健康状態と生活
習慣調査等を異なる地域で行い、地域特性を
踏まえた上で、子どもの社会化を促す地域の
人々との交流と、主体的な健康増進活動を目
指すプログラムの開発に示唆を得ることを
目的とした。具体的には、(1) 地域特性と子
どもの生活習慣と健康状態の関連について
(2)地域特性と親(大人)の生活習慣の関連に
ついて(3)地域特性を考慮した地域住民の社
会化促進に関して保健師からのインタビュ
ーをもとに、文化・環境などの地域特性を捉
えた健康課題解決に向けた地域組織活動お
よび地域活性化の方策を検討する。 
 
３．研究の方法 
1) 地域特性と子どもの生活習慣と健康状態
の関連に関する研究 
(1)研究対象 
都市部と地方の 7 つの中学校 1 年生から 3
年生、1,121 人を対象に調査を実施した。 
(2)調査内容 
生活習慣に関する調査項目は、就寝時刻、
起床時刻、睡眠時間、運動の種類、運動時間、
テレビ・ゲーム時間、朝食欠食、食事内容に
ついてであった。 
(3)分析方法 
回収率は 93.4%であり、本研究では欠損値
のない 997 人を解析の対象とした。割合の差

の検定にχ2検定、2群間差の検出に t検定を
用いた。さらに、学年、性別を共変量とした
共分散分析を実施した。 
 
2) 地域特性と親(大人)の生活習慣の関連に
関する研究 
(1) 研究対象 
 地方の対象者は、A 県 A 町(人口約 1 万 9 千
人)の中学校（４校）に通う生徒の保護者と、
B 町(人口約 1 万人)の中学校（１校）に通う
生徒の保護者とした。また、都市部の対象者
として東京都 23 区内の中学校（１校）に通
う生徒の保護者および 23 区外の中学校（１
校）に通う生徒の保護者（合計 2,218 名）を
対象とした。 
(2) 調査内容 
 性別、年齢、学歴、家族形態、雇用形態、
生活習慣について質問紙調査を行った。家族
形態は、配偶者の有無、家族員数、子どもの
数について尋ねた。雇用形態については、正
職員、非正職員、自営業、その他とした。生
活習慣は、朝食欠食の有無、生活が規則的で
あるか、週 1回以上飲酒するか、現在喫煙し
ているか、定期的に運動しているか、起床時
刻、就寝時刻についてであった。 
(3) 分析方法 
 1,138 人から回答が得られ(回収率 51.3%)、
欠損値のない 1,010 人(地方：626 人、都市：
384 人）を解析の対象とした。地方と都市の
比較について、割合の差の検定はχ2検定、平
均値の 
差の検定には t検定を用いた。 
3) 地域住民の社会化促進に関する質的研究 
(1) 研究対象 
対象は、人口規模、地理的条件の異なる 4
地域(区、町、村)の地区組織活動等に従事す
る住民、保健師等である。 
(2) 調査内容 
訓練を受けたエスノグラファー7 名による
地区踏査および、120 分程度のフォーカスグ
ループインタビューでの調査を行った。 
地区踏査では、「地区視診のガイドライン」
を用いて、それぞれの地域特性を把握した。
またインタビューでは、地区特性や、住民の
健康観、住民の問題解決行動とその能力・解
決手法、住民組織の伝承とリーダー育成、そ
の他住民の健康に対する意識や行動につい
てインタビューを行った。 
(3)分析方法 
インタビュー調査で得られたデータを「地
域の特徴的な文化」、「住民の力」、「組織化の
力について」に関してカテゴリ化した。次い



で、各地域の特徴と社会化・組織化の特性を
考慮するため、各地域について３カテゴリで
の分析を行い、地域特性とその地域の社会
化・組織化促進に関する特性を検討した後に、
地域特性を比較・検討しながら、7 名のエス
ノグラファーの討議を通して、地域における
社会化情勢・促進に関する特性の考察を行っ
た。 
 
４．研究成果 
1) 地域特性と子どもの生活習慣と健康状態
の関連に関する研究 
研究結果から、地方と都市部の中学生の生
活習慣の違いが明らかとなった。睡眠や運動、
朝食欠食に関しては、地方の方がよい状況で
あると考えられるが、食事内容については、
地方では野菜摂取が不足している可能性が
示唆された。また、BMI、すなわち体格に影
響する生活習慣が、地方では認められず、都
市部では朝食欠食と睡眠時間で説明された。
地方と都市部の中学生の体格に影響する要
因は、異なる可能性が示唆された。さらに、
朝食欠食や家族そろっての食事といった食
生活と、「周りから大切にされている」とい
う思いとの関連が明らかとなり、特に女子に
おいて関連が認められた。朝食を欠かさない
ことや家族そろっての食事は、情緒的安定を
もたらし、ひいては肥満予防につながると考
えられた。 
 
2) 地域特性と親(大人)の生活習慣の関連に
関する研究 
 地方と都市部の親の生活習慣の比較をし
た結果、地方では喫煙あり、運動なしが男女
とも多く、加えて地方の女性は朝食欠食、生
活が不規則であり、地方の生活習慣は良い状
況とは言えない結果であった。地方の男性で
は有意に飲酒が多く、男女とも地方で喫煙が
多く、運動する人が少なかった。女性では、
地方で朝食欠食が有意に多かった。都市部と
比較して、地方の男女の生活習慣はよいとは
いえず、親になる以前から良好な生活習慣を
意識、形成していく必要性が示唆された。 
喫煙には、地方、都市部ともに「近隣の人
間関係の結束」の関連が認められた。都市部
において運動は「近隣の人間関係の結束」「治
安、事故の危険性」の関連が認められたが、
地方では環境要因との関連は認められなか
った。喫煙や運動において、施設やサービス
としての良好な環境より、近隣の人間関係の
良好さがよい生活習慣を形成する鍵となる
可能性が示唆された。 

 
3) 地域住民の社会化促進に関する質的研究 
A 村行政は住民のサポート的役割、住民は
意見を行政に伝え主体的に活動、公民館が互
いの橋渡し的役割を担っていた。それぞれが
関係を互いに認識したうえで課題を共同で、
また PDCA サイクルの循環すべてに積極的に
参加することで、互いの自己効力感を高め、
継続的な地域での健康問題への取り組みを
可能にしていた。 
B 区は時間的・金銭的に余裕がある住民が
多く、健康を価値あるものとして捉えた活動
や事業を行政と共に展開し参加することが
できていた。しかし、住民がもつ膨大な情報
を取捨選択する必要があり、健康に関する専
門職の存在が欠かせない。 
地域組織が活発な活動をしている地域は、
健康問題を自分たちのものとして考えてい
る。その地域出身者であれば、先輩たちの組
織づくりについて、家族からも教えられる。 
各世代の組織があれば順次つながっていく。
しかし、地域の組織でつながるより、個人的
につながる方が楽であるため、つながってい
かない現状がある。組織のリーダーが不在に
なると組織はそのうちすたれてくるため、リ
ーダーをいかに育成していくかも課題であ
る。地域組織への入口は、子どもに関すると
ころであり、子どもを通じて様々な世代が地
域組織を形成、維持していくことが明らかと
なった。‘住民の地域でつながりたい’気持
ちを育み、多世代で構成されるよう意図的に
関わる必要がある。そのためにも子どもの頃
から地域組織に関わる体験が必要と思われ
た。 
以上のことから、子どもは、親をはじめと
する地域の人々に大切にされていると感じ
ることにより、良好な生活習慣を身につける
ことができ、さらに子どもの親の生活習慣も
「近隣の人間関係の結束」の関連が認められ
たことから、地域の人々とのつながりを促進
していくことが、ひいては生活習慣病の予防
につながると考えられる。さらに地域との交
流は子どもたちの社会性を高めることが示
唆され、子どもの社会化を促す地域の人々と
の交流の方法は様々考えられるが、公民館で
あったり、学校行事であったりと地域の特性
を捉えながら、さらに、親をも巻き込んだ取
り組みが必要と思われた。健康増進プログラ
ムの開発には、地域特性を捉え、環境要因を
考慮する必要がある。 
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